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自然災害に対する捉え方

・東日本大震災のように低頻度ながら極めて巨大な災
害外力と、毎年のように国内外各地で起こる水・土砂災
害のように、前者ほど大きくはないが、高頻度で起こり、
かつ気候変動の影響で増大しつつある災害外力とでは、
時間軸との関係で取扱いは若干異なってくる。

・時間と費用をかければ復興・再生できる物理的側面と
再生不可能な人命の損失とは区別しなければならない。
身近な人を亡くせば、生きること・努力することに意味を
見出せなくなり、生きる気力・復興への意欲を失う人が
多い。従って、『人命の損失をなくす』ことがまず第一の
目標となる。



１．災害の観点から見た人間社会の脆弱性の問題点
１．１ 災害の記憶の風化とその対策
１．２ 社会的ゆとりの必要性
１．３ 迅速な対応の必要性とシステムの脆弱性

２．レジリエンス向上のための防災・減災の推進（提言）
２．１ 防災専門家の育成と人々の意識の恒常的啓発
２．２ 災害時、被災地における速やかな司令塔の設置

と連携体制
２．３ システム冗長性の設計理念の導入とネバー・ダイ

・ネットワークの構築
２．４ 防災教育の強力かつ継続的な推進
２．５ 定期的想起教育システム並びに地域住民の参画

・協働プロセスの構築



１．地球温暖化と気候変動
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